
　俳句を愉しむにくの会（「玉翠俳句王～にく
の会・誌上句会」欄参照）のメンバーのうち，
連歌の魅力に目覚めた者たちが平成２５年秋
に旗揚げした「漂流連歌会」。昨年の第３２回
東京玉翠会の同好会通信欄で初掲載の栄に浴
しました。早いものであれからもう１年，そ
の間に２回歌仙連歌を巻きました。
　第２回興行までは，半日を費やして半歌仙
（１８句）を巻くのがやっとだったのが，第３
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回興行では，すいすいと句が出てあっという間
に１８句出来上がり，その勢いのままに名残
の折に突入して，半日で歌仙（３６句）を巻
くという快挙（怪挙？）を達成しました。連
衆の腕前がだいぶ上がったということでしょ
うか？　
　今年の目標は，秋に歌仙を巻くことと，じっ
くり半日かけて「一歩もあとへ帰る心なし」（芭
蕉）で変幻自在の半歌仙を巻くことです。

岡崎洋（S37卒）
okazaki@tokeilaw.com

豊澤佳弘（S50卒） 
toyosawa@msf.biglobe.ne.jp

連絡先
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